


大連の食トレンド

ス
キ
ー
、冬
花
火
な
ど
発
信

湯
沢
町
　

雪
国
観
光
圏
の
取
り
組
み
も

東
北
の
観
光
魅
力
Ｐ
Ｒ

推
進
機
構
や
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
　

台
湾
で
イ
ベ
ン
ト

支
援
感
謝
か
ら
誘
客
強
化
へ

旅
館
協
会
東
北
の

月
実
態
調
査

宿
泊
人
員
が
３
％
増
加

宿泊人員が．％増加
旅館協会北海道の月実績調査

売り上げも大幅な伸び

深
海
魚
料
理
を
ア
ピ
ー
ル

沼
津
市
商
工
会

戸
田
支
所
　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
製

　
先
日
、
１
年
ぶ
り
に
中
国

大
連
に
出
掛
け
た
。
滞
在
し

た
の
は
、
市
内
か
ら
約

㌔

㍍
離
れ
た
大
連
経
済
技
術
開

発
区
。
多
く
の
日
系
企
業
が

進
出
し
て
い
る
こ
の
開
発
区

で
は
、
海
外
企
業
誘
致
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
優
遇
措
置

を
取
っ
て
き
た
そ
う
だ
。
２

０
１
４
年
に
、
開
発
区
を
含

む
金
普
新
区
が
国
家
級
新
区

と
し
て
承
認
さ
れ
た
こ
と

で
、
優
遇
政
策
や
開
放
政
策

が
さ
ら
に
進
ん
で
い
る
ら
し

い
。

　
今
回
、
一
風
変
わ
っ
た
新

し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
に
連
れ
て

行
っ
て
い
た
だ
い
た
。
機
械

の
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
た

よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
オ
ブ
ジ

ェ
が
出
迎
え
る
店
の
入
り
口

に
、
金
色
の
２
枚
の
看
板
が

誇
ら
し
げ
に
掲
げ
て
あ
っ

た
。一
方
は「
衆
創
空
間
」、

も
う
一
方
に
は「
示
范
基
地
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
は
て
、

何
だ
ろ
う
？

　
急
速
に
経
済
成
長
を
遂
げ

て
き
た
中
国
だ
が
、
現
在
そ

の
成
長
率
は
鈍
化
傾
向
に
あ

る
と
い
う
。
そ
こ
で
新
た
な

原
動
力
と
し
て
政
府
が
打
ち

出
し
た
の
が
「
大
衆
創
業
、

万
衆
創
新
」
、
つ
ま
り
創
業

を
奨
励
す
る
政
策
で
あ
る
。

そ
ん
な
中
、
ネ
ッ
ト
環
境
や

社
交
環
境
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

側
面
で
創
業
を
支
援
す
る
オ

ー
プ
ン
な
空
間「
衆
創
空
間
」

が
急
増
し
て
い
る
ら
し
い
。

創
業
同
様
、
創
業
を
支
援
す

る
側
も
、
資
金
面
で
の
援
助

や
税
制
優
遇
を
受
け
ら
れ
る

の
が
理
由
の
よ
う
だ
。

　
も
う
一
つ
の
金
看
板
の
意

味
は
、
金
普
新
区
大
学
生
の

創
新
創
業
模
範
基
地
と
い
う

こ
と
だ
そ
う
だ
。
大
学
生
の

起
業
な
ん
て
、
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
み
た
い
だ
。
道
理
で
店

内
の
イ
ン
テ
リ
ア
は
オ
シ
ャ

レ
で
斬
新
。
バ
ー
カ
ウ
ン
タ

ー
の
端
に
毛
沢
東
の
胸
像
が

置
い
て
な
か
っ
た
ら
、
こ
こ

が
中
国
と
は
思
え
な
い
造
り

で
あ
っ
た
。

　
せ
っ
か
く
な
の
で
、
現
地

の
食
事
情
を
知
る
た
め
に
、

ス
タ
ッ
フ
の
お
ス
ス
メ
料
理

を
オ
ー
ダ
ー
。
一
つ
は
「
焼

き
カ
エ
ル
」
。
運
ば
れ
て
き

た
そ
れ
は
、
何
と
炎
に
包
ま

れ
て
い
る
で
は
な
い
か
！
　

よ
く
見
る
と
、
油
を
敷
い
た

鉄
製
の
大
皿
の
中
央
に
、
同

じ
く
鉄
製
の
鉢
が
置
い
て
あ

り
、
そ
の
中
に
カ
エ
ル
の
脚

の
串
刺
し
が
、
テ
ン
ト
状
に

縦
に
束
ね
ら
れ
て
い
た
。
こ

の
盛
り
付
け
で
な
け
れ
ば
、

炎
に
包
ま
れ
る
演
出
は
成
り

立
た
な
い
。
実
に
よ
く
考
え

ら
れ
て
い
る
。
ピ
リ
辛
の
味

付
け
も
、
淡
泊
な
カ
エ
ル
の

肉
を
お
い
し
く
食
べ
さ
せ
る

工
夫
だ
ろ
う
。

　
お
次
は
Ｂ
ｒ
ａ
ｉ
ｓ
ｅ
ｄ

　
Ｂ
ｅ
ｅ
ｆ
。
今
度
は
、
雲

海
の
中
か
ら
岩
が
顔
を
の
ぞ

か
せ
て
い
る
か
の
よ
う
な
盛

り
付
け
。煙
が
な
く
な
る
と
、

穴
の
開
い
た
お
皿
の
下
に
ド

ラ
イ
ア
イ
ス
が
仕
込
ん
で
あ

っ
た
の
が
分
か
る
。
炎
の
次

は
ア
イ
ス
と
飛
び
道
具
的
な

演
出
が
続
い
た
が
、
こ
ち
ら

も
牛
肉
自
体
の
出
来
栄
え
が

素
晴
ら
し
く
、
と
ろ
け
る
食

感
と
ワ
イ
ン
で
煮
込
ま
れ
た

複
雑
な
味
わ
い
に
舌
鼓
。
い

ず
れ
も
、
目
で
も
舌
で
も
楽

し
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
恐
れ

入
り
ま
し
た
と
い
う
カ
ン
ジ

で
あ
っ
た
。

　
コ
レ
は
や
っ
ぱ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ

狙
い
な
の
だ
と
思
う
。
中
国

で
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

は
な
く
、
Ｗ
ｅ
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
が

主
流
な
の
で
、
イ
ン
ス
タ
映

え
と
は
言
わ
な
い
だ
ろ
う

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
フ
ォ
ト

ジ
ェ
ニ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
、

つ
ま
り
思
わ
ず
写
真
を
撮
っ

て
自
慢
し
た
く
な
る
よ
う
な

料
理
で
あ
る
こ
と
は
、
大
連

で
も
ト
レ
ン
ド
な
の
だ
ろ

う
。

　
…
と
い
う
ワ
ケ
で
、
２
０

１
８
年
も
国
内
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
所
へ
、
食
の
ト
レ
ン
ド

を
追
い
か
け
に
行
く
決
意
の

筆
者
で
あ
る
。

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。

（２５） 第２９２１号第３種郵便物認可２０１８年（平成３０年）１月１日（月曜日）

湯
沢
町
の
田
村
町
長

　
新
潟
県
湯
沢
町
（
田
村
正

幸
町
長
）
と
湯
沢
町
観
光
協

会
（
小
林
庄
一
会
長
＝
ホ
テ

ル
双
葉
）
は

月

日
、
東

京
の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
新
高
輪
で
旅
行
関
係
者

ら
と
の
懇
談
会
を
開
い
た
。

町
内
の
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ

る
「
湯
沢
冬
花
火
」
や
「
雪

国
観
光
圏
」
の
取
り
組
み
な

ど
、
こ
の
冬
の

イ
ベ
ン
ト
と
町

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
た
。

　
冬
花
火
は


月

日
か
ら
３

月

日
ま
で
の

週
末
、
町
内


の
ス
キ
ー
場
で

実
施
。
ス
キ
ー

場
ご
と
に
異
な

る
テ
ー
マ
で
創
作
花
火
を
打

ち
上
げ
る
。

　
田
村
町
長
は
「
こ
の
１
年

は
大
き
な
災
害
、
事
故
が
な

く
、
観
光
客
、
ス
キ
ー
客
も

前
年
を
上
回
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
冬
は

月

日
に

『
か
ぐ
ら
み
つ
ま
た
』
が


ス
キ
ー
場
の
先
陣
を
切
り
オ

ー
プ
ン
。
次
週
か
ら
各
ス
キ

ー
場
が
本
格
的
に
オ
ー
プ
ン

す
る
。安
心
安
全
を
第
一
に
、

お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
各
事
業
所
と
も
一
生

懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
安

心
し
て
お
客
さ
ま
を
お
送
り

い
た
だ
き
た
い
」
と
旅
行
業

者
ら
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
一
般
社
団
法
人
雪
国
観
光

圏
の
井
口
智
裕
代
表
理
事

（
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｏ
井
仙
）は
、

湯
沢
町
を
中
心
に
３
県
７
市

町
村
で
構
成
す
る
広
域
観
光

圏
「
雪
国
観
光
圏
」
の
取
り

組
み
を
紹
介
。
８
千
年
前
の

縄
文
時
代
か
ら
続
く
雪
国
文

化
を
「
世
界
に
発
信
で
き
る

こ
の
地
な
ら
で
は
の
価
値
」

と
し
て
商
品
化
し
、
湯
沢
を

拠
点
に
圏
内
を
周
遊
し
て
も

ら
う
旅
を
提
案
す
る
と
し

た
。

台
北
市
内
で
の
イ
ベ
ン
ト

東
北
の
芸
能
な
ど
も
披
露

　
東
北
観
光
推
進
機
構
な
ど
で
つ
く
る
日
本
東
北
六
県
感
謝
祭
実
行
委
員
会
、
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
は


月
８
～

日
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
へ
の
支
援
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
東
北
の
観
光
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
台
湾
・
台
北
市
内
で
開
催
し
た
。
４
年
連
続
の
開
催
。
東
北
の
自
治
体
や
企
業
が
出
展
し
て

東
北
へ
の
訪
問
を
呼
び
か
け
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
伝
統
芸
能
を
披
露
し
、
食
な
ど
の
特
産
品
も
紹
介
し
た
。

　
深
海
魚
料
理
カ
レ
ン
ダ
ー

　
台
北
市
内
で
開
か
れ
た
イ

ベ
ン
ト
は
「
日
本
東
北
遊
楽

日
２
０
１
７
だ
い
す
き
・
と

う
ほ
く
」
。
会
場
は
、
レ
ス

ト
ラ
ン
や
文
化
施
設
が
集
ま

り
、
週
末
な
ど
に
は
台
北
市

民
で
に
ぎ
わ
う
「
華
山
１
９

１
４
文
化
創
意
産
業
園
区
」。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

に
は
、
同
実
行
委
員
会
の
清

野
智
会
長
（
東
北
観
光
推
進

機
構
会
長
）
や
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の

松
山
良
一
理
事
長
ら
が
出
席

し
た
。

　
２
０
１
４
～

年
の
過
去

３
回
の
開
催
で
は
、
東
日
本

大
震
災
の
復
旧
、
復
興
へ
の

台
湾
か
ら
の
支
援
に
対
す
る

感
謝
を
伝
え
る
こ
と
を
中
心

的
な
テ
ー
マ
に
し
て
き
た

が
、
今
回
か
ら
は
、
感
謝
と

と
も
に
、「
東
北
を
楽
し
む
」

「
東
北
へ
行
っ
て
み
よ
う
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
東
北
へ

の
訪
問
を
呼
び
か
け
る
内
容

に
発
展
さ
せ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
東
北
６

県
を
は
じ
め
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
上
山

市
（
山
形
県
）
、
蔵
王
町

（
同
）、宮
古
市（
岩
手
県
）、

夏
油
高
原
ス
キ
ー
場（
同
）、

安
比
高
原
・
八
幡
平
な
ど
が

ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。
ス
テ

ー
ジ
で
は
、
ナ
マ
ハ
ゲ
な
ど

東
北
の
伝
統
芸
能
の
上
演
、

わ
ん
こ
そ
ば
の
早
食
い
大
会

な
ど
が
行
わ
れ
た
。
人
工
雪

を
使
っ
て
作
っ
た
か
ま
く
ら

や
雪
だ
る
ま
も
展
示
し
た
。

　
台
北
市
内
で
の
イ
ベ
ン
ト

以
外
に
も
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
が


月
９
日
に
高
雄
市
内
で
一
般

消
費
者
向
け
の
東
北
Ｐ
Ｒ
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
台
湾

の
訪
日
観
光
を
取
り
扱
う
旅

行
会
社
な
ど
と
連
携
し
、
東

北
を
訪
れ
る
旅
行
商
品
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

　
ま
た
、
国
土
交
通
省
東
北

運
輸
局
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
広

域
観
光
事
業
推
進
協
議
会
の

主
催
に
よ
る
東
北
観
光
セ
ミ

ナ
ー
と
商
談
会
が
、

月
４

日
に
高
雄
市
、
同
５
日
に
台

中
市
、
同
６
日
に
台
北
市
で

実
施
さ
れ
た
。
台
湾
の
旅
行

会
社
と
、
東
北
の
観
光
関
係

者
が
商
談
を
繰
り
広
げ
た
。

　
　
　
　
　
　
【
向
野
悟
】

　
日
本
旅
館
協
会
東
北
支
部

連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、
会
員

旅
館
を
対
象
に
毎
月
実
施
し

て
い
る
宿
泊
実
態
調
査
で
、

２
０
１
７
年

月
の
結
果
を

ま
と
め
た
＝
表
。
東
北
６
県

の
合
計
で
は
、
前
年
同
期
の

実
績
に
対
し
て
宿
泊
人
員
が

２
・
５
％
増
、
売
り
上
げ
が

３
・
９
％
増
だ
っ
た
。

　
今
回
の
調
査
に
対
す
る
回

答
施
設
数
は
、
東
北
６
県
に

所
在
す
る

軒
。

　
県
別
に
見
る
と
、
青
森
県

は
宿
泊
人
員
、
売
り
上
げ
の

両
方
が
８
・
３
％
増
だ
っ
た
。

岩
手
県
は
宿
泊
人
員
が
５
・

９
％
増
、
売
り
上
げ
が

・

２
％
増
。
宮
城
県
と
福
島
県

も
、
宿
泊
人
員
、
売
り
上
げ

の
両
方
が
プ
ラ
ス
だ
っ
た
。

　
宿
泊
人
員
の

年
１
～


月
累
計
の
前
年
同
期
比
は
、

福
島
県
の
７
％
増
を
は
じ

め
、
青
森
県
と
山
形
県
も
プ

ラ
ス
と
な
っ
た
。
福
島
県
は


年
３
月
以
降
、
前
年
同
月

の
実
績
に
対
し
て
９
カ
月
連

続
で
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い

る
。

　
日
本
旅
館
協
会
北
海
道
支

部
連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、
会

員
旅
館
を
対
象
に
実
施
し
て

い
る
宿
泊
実
績
調
査
の
２
０

１
７
年

月
の
結
果
を
ま
と

め
た
＝
表
。
前
年
同
月
の
実

績
に
対
し
て
宿
泊
人
員
は
３

・
９
％
増
、
売
り
上
げ
は
８

・
７
％
増
と
な
っ
た
。
全
体

と
し
て
ア
ジ
ア
を
中
心
に
訪

日
客
が
好
調
だ
っ
た
。
国
内

客
に
つ
い
て
も
、
道
外
客
が

増
加
し
た
と
指
摘
す
る
施
設

が
多
か
っ
た
。

　
今
回
の
調
査
に
対
す
る
回

答
軒
数
は
、
北
海
道
内
の
主

な
観
光
地
、
温
泉
地

地
区

に
所
在
す
る
１
０
１
軒
（
訪

日
客
の
宿
泊
人
員
に
対
す
る

回
答
は

軒
）
。

　
宿
泊
人
員
の
う
ち
国
内
客

は
２
・
２
％
の
減
少
、
訪
日

客
は

・
７
％
の
増
加
だ
っ

た
。
宿
泊
人
員
は

地
区
の

う
ち
９
地
区
が
プ
ラ
ス
。

「
余
市
・
倶
知
安
・
ニ
セ
コ

・
岩
内
」
が

・
６
％
増
、

「
知
床
ウ
ト
ロ
温
泉
・
岩
尾

別
温
泉
」
が

・
９
％
増
、

「
洞
爺
湖
温
泉
・
支
笏
湖
・

日
高
・
え
り
も
」
が

・
２

％
増
だ
っ
た
。

　
売
り
上
げ
は

地
区
が
プ

ラ
ス
だ
っ
た
。
「
函
館
・
湯

の
川
・
松
前
・
江
差
・
八
雲
」

が

・
２
％
増
、
「
余
市
・

倶
知
安
・
ニ
セ
コ
・
岩
内
」

が

・
６
％
増
な
ど
と
な
っ

た
。

　
静
岡
県
の
沼
津
市
商
工
会

戸
田
（
へ
だ
）
支
所
は
、

「
深
海
魚
料
理
カ
レ
ン
ダ
ー

２
０
１
８
～
西
伊
豆
戸
田
の

お
宝
・
駿
河
湾
の
恵
み
～
」

を
５
千
部
作
製
し
、
地
元
の

旅
館
や
料
理
店
な
ど

カ
所

で
利
用
客
向
け
に
配
布
し
て

い
る
。
名
物
で
あ
る
深
海
魚

料
理
を
地
域
誘
客
、
リ
ピ
ー

タ
ー
獲
得
の
目
玉
に
し
よ
う

と
い
う
戦
略
だ
。

　
カ
レ
ン
ダ
ー
の
上
部
に

は
、
手
長
エ
ビ
の
お
造
り
、

ユ
メ
カ
サ
ゴ
の
煮
つ
け
、
メ

ギ
ス
の
刺
身
、
タ
カ
ア
シ
ガ

ニ
の
蒸
し
あ
げ
な
ど
の
写
真

を
配
置
。
「
食
べ
ら
れ
る
深

海
魚
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

る
。

　
駿
河
湾
で
深
海
魚
を
獲
っ

て
い
る
漁
船
は

隻
。
そ
の
う
ち
８
隻
は
戸
田
港
の
船

だ
。
戸
田
観
光
協
会
で
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.
deep-heda.com
/

）
で
「
深
海

魚
の
聖
地
」
を

Ｐ
Ｒ
。
漁
港
で

年
３
回
行
っ
て

い
る
深
海
魚
の

撮
影
会
に
は
、

毎
回
約
２
０
０

人
の
深
海
魚
フ

ァ
ン
が
参
加
す

る
。


